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頌 春
2020年　元旦

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
東
京
都
日
本
中
国
友
好
協
会
の
皆
様
の
日
中
両
国
及
び
東

京
、
北
京
両
都
市
間
の
相
互
理
解
と
友
好
促
進
へ
の
多
大
な

る
貢
献
に
、
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
東
京
都
と
北
京
市
の
友
好
都
市
提
携
四
十
周
年
を
迎
え
た

昨
年
、
私
は
八
月
に
北
京
市
を
訪
問
し
、
蔡
奇
北
京
市
共
産

党
委
員
会
書
記
と
会
談
を
行
い
、
東
京
二
〇
二
〇
大
会
と
北

京
二
〇
二
二
大
会
の
成
功
に
向
け
て
有
意
義
な
意
見
交
換
を

実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
陳
吉
寧
北
京
市
長
と
、
こ
れ
ま
で

実
務
的
に
交
流
が
進
ん
で
い
た
分
野
に
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
と
い
っ
た
新
た
な
分
野
を
加
え
、
合
計
十
の
分
野
に

お
け
る
交
流
と
協
力
に
関
す
る
合
意
書
を
締
結
い
た
し
ま
し

た
。
こ
う
し
た
交
流
は
両
国
民
の
相
互
理
解
の
促
進
、
ア
ジ

ア
の
発
展
と
繁
栄
、
ひ
い
て
は
世
界
の
平
和
に
つ
な
が
る
と

確
信
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
両
都
市
間
の
交
流
や
協

力
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
さ
て
、
東
京
二
〇
二
〇
大
会
ま
で
、
い
よ
い
よ
二
〇
〇
日

余
り
で
す
。
東
京
二
〇
二
〇
大
会
を
確
実
に
成
功
さ
せ
、
二

〇
二
二
年
冬
季
大
会
を
開
催
す
る
北
京
市
に
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
精
神
を
引
き
継
い
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
結
び
に
、
貴
協
会
の
今
後
益
々
の
ご
発
展
と
皆
様
の
ご
健

勝
、
ご
多
幸
を
祈
念
し
て
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

東
京
都
知
事

小
池
百
合
子

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
東
京
都
日
本
中
国
友
好
協
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
訪
問
団
の
派
遣
や
青
少
年
の
交
流
な
ど
、
長
年
に
わ
た

り
日
本
と
中
国
、
東
京
と
北
京
両
都
市
間
の
相
互
理
解
と
友

好
親
善
に
多
大
な
ご
貢
献
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
東
京
都
と
北
京
市
の
友
好
都
市
提
携
四
十
周
年
を
迎
え
た

昨
年
は
、
東
京
都
議
会
の
代
表
団
が
八
年
ぶ
り
に
北
京
市
を

訪
問
し
、
大
都
市
特
有
の
課
題
等
に
つ
い
て
有
意
義
な
意
見

交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
両
都
市
議
会
の
交
流
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
春
に
は
、
習
近
平
国
家
主
席
の
国
賓
と
し
て
の
来
日
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
中
両
国
の
友
好
・
交
流
の
発
展
に

つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
い
よ
い
よ
今
夏
に
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
世
界
中
の

人
々
の
記
憶
に
残
る
素
晴
ら
し
い
大
会
と
す
る
た
め
、
万
全

の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
大
会
を
契
機
に
、
国
際
社
会
の

平
和
と
繁
栄
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
価
値
あ
る
レ
ガ
シ
ー

を
次
の
世
代
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
し

て
、
ニ
〇
二
二
年
に
開
催
さ
れ
る
北
京
市
で
の
冬
季
大
会
に

も
、
し
っ
か
り
と
バ
ト
ン
を
繋
い
で
い
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　
結
び
に
、
貴
協
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
皆
様
方
の
ご
健
勝

を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

東
京
都
議
会
議
長

石
川
　
良
一

　
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
私
ど
も
認
定
N
P
O

法
人
東
京
都
日
本
中
国
友
好
協
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
支

援
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
中
国
建
国
70
周
年
、
そ
し
て
東
京
・
北
京
友
好
都

市
提
携
40
周
年
の
節
目
の
年
と
し
て
活
発
な
首
都
同
士
の
交

流
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
政
、
官
、
民
の
三
位

一
体
の
友
好
交
流
活
動
を
通
じ
て
本
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
2
0
2
2
年
の
北
京
冬
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
て
両
国
の
首
都
同
士
の
関
係
が
強
化
さ
れ
、

市
民
同
士
の
相
互
理
解
と
交
流
が
増
え
る
よ
う
願
っ
て
い
ま

す
。

　
私
ど
も
は
昨
年
11
月
15
日
に
北
京
市
対
友
協
と
本
年
度
の

市
民
交
流
覚
書
に
調
印
い
た
し
ま
し
た
。
両
協
会
は
、
今
年

の
東
京
都
日
本
中
国
友
好
協
会
設
立
70
周
年
を
記
念
し
て
、

引
き
続
き
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
経
済
な
ど
の
交
流
活
動
を
充

実
さ
せ
る
と
同
時
に
新
た
に
〝
友
好
伝
承
〞
を
テ
ー
マ
に
青

年
交
流
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
当
協
会
へ

の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
年
頭
に
あ
た
り
、
会
員
の
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
祈
念
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

東
京
都
日
本
中
国
友
好
協
会
会
長

宇
都
宮
徳
一
郎

認定特定非営利活動法人 東京都日本中国友好協会 ☎03-3295-8241
〒113-0033 東京都文京区本郷3-4-5 ハイムお茶の水702号
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辞
旧
迎
新
に
際
し
、
私
は
、
北
京
市
人
民

政
府
並
び
に
北
京
市
民
を
代
表
し
て
、
東
京

都
日
中
友
好
協
会
並
び
に
中
日
両
国
及
び
両

国
首
都
の
友
好
事
業
に
関
心
と
協
力
さ
れ
て

い
る
各
界
の
皆
様
に
、
謹
ん
で
新
春
の
祝
福

と
心
か
ら
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
2
0
1
9
年
は
北
京
市
と
東
京
都
友
好
都

市
提
携
40
周
年
で
あ
り
ま
し
た
。
40
年
来
、

北
京
市
と
東
京
都
は
全
方
位
、
多
段
階
、
広

範
囲
の
交
流
パ
タ
ー
ン
を
形
成
し
、
豊
か
な

成
果
を
あ
げ
た
。
2
0
1
9
年
は
両
市
の
上

層
部
の
相
互
訪
問
を
実
現
し
、
共
同
で
10
項

目
の
重
要
領
域
協
力
覚
書
に
調
印
し
、「
北

京
之
夜
」、「
北
京
週
」、「
友
好
都
市
提
携
40

周
年
回
顧
展
」
な
ど
の
一
連
記
念
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
、
友
好
都
市
関
係
の
発
展
を
よ
り

一
層
推
進
し
た
。
東
京
都
日
中
友
好
協
会
は

中
日
友
好
事
業
の
支
持
者
、
参
加
者
そ
し
て

推
進
者
と
し
て
、
両
首
都
及
び
両
市
人
民
の

友
好
促
進
の
た
め
に
大
い
に
貢
献
さ
れ
、
こ

こ
に
心
よ
り
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
東
京
都
と
北
京
市
は
そ
れ
ぞ
れ
2
0
2
0

年
、
2
0
2
2
年
に
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
開
催
さ
れ
ま
す
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
は
両
都
市
の
絆
が
強
ま
り
ま

す
。
北
京
市
と
東
京
都
は
引
き
続
き
友
好
協

力
関
係
が
深
ま
り
、
科
学
技
術
革
新
、
都
市

計
画
、
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
、
養
老
な
ど
の
双

方
の
関
心
分
野
で
の
実
務
協
力
を
強
化
し
て

い
き
ま
す
。
両
市
の
友
好
協
力
は
必
ず
両
国

及
び
両
国
首
都
人
民
の
相
互
理
解
と
友
情
を

深
め
、
中
日
友
好
関
係
の
発
展
に
つ
な
が
る

こ
と
を
確
信
し
ま
す
。

　
最
後
に
、
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
成
功
、
東
京
都
の
友
人
の
皆
様
の
ご
多

幸
及
び
北
京
市
と
東
京
都
の
友
好
が
い
つ
ま

で
も
続
く
よ
う
に
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
昨
年

は
、
東

京
都
と

北
京
市

が
「
友

好
都
市
関
係
」
を
結
ん
で
、

四
十
年
の
節
目
の
年
で
あ
っ

た
。
友
好
の
歴
史
を
背
負
っ

て
各
地
区
協
会
や
青
年
委
員

会
で
は
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

の
諸
分
野
で
一
層
の
交
流
が

進
め
ら
れ
た
。
◇
ま
た
昨
年

中
国
は
、
建
国
か
ら
満
七
十

年
、
人
間
で
言
え
ば
古
希
。

◇
近
代
史
の
中
で
永
ら
く
受

け
て
き
た
悲
惨
な
運
命
の
歴

史
を
覆
え
し
、
世
界
第
二
位

の
経
済
大
国
に
ま
で
上
り
詰

め
た
。
◇
習
近
平
主
席
は
11

／
22
米
国
務
長
官
ら
外
国
の

要
人
と
会
談
し
て
、「
中
国

の
国
情
に
合
い
、
人
々
か
ら

支
持
さ
れ
る
正
し
い
道
を
見

つ
け
出
し
た
。
そ
れ
が
中
国

の
特
色
あ
る
社
会
主
義
」
だ

と
誇
ら
し
げ
に
語
っ
た
。
◇

ま
ず
は
一
衣
帯
水
の
隣
国
の

日
本
人
と
し
て
、
そ
の
発
展

に
お
祝
い
を
申
し
上
げ
た
い

と
思
う
。
◇
一
方
で
日
本
の

マ
ス
コ
ミ
報
道
で
は
、
香
港

の
区
議
選
で
親
中
派
に
対
す

る
民
主
派
の
圧
勝
を
報
じ
て

い
る
。
◇
時
を
同
じ
く
し
て

毎
日
新
聞
（
11
／
25
）
は
、

新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
で
の

少
数
民
族
ウ
イ
グ
ル
族
ら
を

監
視
す
る
、
ハ
イ
テ
ク
の
最

新
技
術
を
駆
使
し
た
大
規
模

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
報
じ
て

い
た
。
◇
こ
れ
を
読
ん
で
、

私
は
昔
学
習
し
た
エ
ン
ゲ
ル

ス
『
家
族
・
私
有
財
産
・
国

家
の
起
源
』
を
想
起
し
た
。

ま
さ
に
、
国
家
は
人
民
に
対

す
る
抑
圧
機
構
で
あ
る
と
、

マ
ル
ク
ス
主
義
の
古
典
が
す

で
に
喝
破
し
て
い
る
で
は
な

い
か
。 

（
片 

岡  

健
）

◯北◯京◯か◯ら 新年のごあいさつ

　
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
北
京
市
人
民

対
外
友
好
協
会
を
代
表
し
て
、
東
京
都
日
中

友
好
協
会
並
び
に
中
日
両
国
及
び
両
国
首
都

の
友
好
事
業
を
関
心
・
支
援
し
て
い
る
日
本

各
界
の
方
々
に
、
新
春
の
祝
福
と
心
か
ら
の

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
2
0
1
9
年
は
北
京
市
と
東
京
都
の
友
好

都
市
関
係
締
結
40
周
年
で
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
以
来
、
両
市
の
交
流
は
密
接
で
内
容
は
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
ま
し
た
。
北
京
市
人

民
対
外
友
好
協
会
と
東
京
都
日
中
友
好
協
会

は
、
両
市
の
民
間
交
流
の
担
い
手
で
あ
る
。

こ
の
一
年
間
、
両
協
会
は
協
力
し
合
い
、
文

化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
青
少
年
な
ど
の
伝
統
交
流

活
動
を
継
続
的
に
展
開
す
る
と
同
時
に
、「
北

京
―
東
京
民
間
友
好
交
流
写
真
展
」、「
北
京

―
東
京
民
間
友
好
書
道
展
」
な
ど
一
連
の
記

念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
両
市
の
民
間
友
好

発
展
の
過
程
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
両
市

人
民
友
情
と
協
力
の
す
ば
ら
し
い
未
来
を
展

望
し
ま
し
た
。

　
新
し
い
1
年
を
展
望
し
、
北
京
市
人
民

対
外
友
好
協
会
は
両
協
会
が
署
名
し
た

「
2
0
2
0
年
度
友
好
交
流
活
動
に
関
す
る

覚
書
」
に
従
い
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
東
京
都

日
中
友
好
協
会
を
含
む
各
方
面
と
密
接
な
連

絡
と
交
流
を
保
持
し
、
中
日
友
好
の
た
め

に
、
両
市
人
民
の
友
好
交
流
と
協
力
を
深
め

る
た
め
に
共
に
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
最
後
に
、
東
京
都
日
中
友
好
協
会
の
更
な

る
発
展
を
心
か
ら
願
い
、
皆
様
の
ご
健
勝
と

ご
家
族
の
幸
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

北
京
市
人
民
対
外
友
好
協
会
常
務
副
会
長

張
謙

事
務
局
だ
よ
り

「
協
会
の
変
化
」

　
事
務
局
に
赴
任
し
て
、
協

会
に
永
年
携
っ
て
き
た
多
く

の
先
輩
諸
氏
の
ご
指
導
を
頂

き
な
が
ら
3
年
が
経
過
し
ま

し
た
。
新
春
号
に
僭
越
で
す

が
、
協
会
の
こ
こ
数
年
の
変

化
と
今
後
の
課
題
、
取
り
組

む
べ
き
事
を
事
務
局
と
し
て

下
記
に
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

⑴
　
極
端
な
会
員
減
少
が
止

ま
っ
た
事
。

⑵
　
活
動
テ
ー
マ
（
事
業
）

が
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
歴
史

か
ら
在
日
華
人
の
活
動
参
加

含
め
た
「
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
」

「
青
年
・
壮
年
交
流
」
に
変

化
し
つ
つ
あ
る
事
。

⑶
　
活
動
の
担
い
手
が
若
返

り
す
る
可
能
性
が
あ
る
事
。

ご
存
知
の
よ
う
に
協
会
は

「
日
中
両
国
民
の
相
互
理
解

と
友
好
を
促
進
し
、
東
ア
ジ

ア
な
ら
び
に
世
界
平
和
確

立
」
を
目
的
、
目
標
と
し
て

10
の
事
業
展
開
中
で
す
が
、

こ
こ
数
年
の
傾
向
を
鑑
み
て

人
・
物
・
金
の
配
分
、
優
先

度
、
会
員
及
び
周
辺
団
体
の

ニ
ー
ズ
共
有
及
び
ウ
エ
ー
ト

が
変
化
し
て
き
て
い
る
事
を

役
員
始
め
会
員
の
方
々
が
組

織
改
革
意
識
の
醸
成
に
つ
な

げ
て
い
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

　
70
年
の
歴
史
の
重
み
を
踏

ま
え
て
事
務
局
と
し
て
も
今

後
、
取
り
組
む
こ
と
は
何
か

を
ス
ピ
ー
ド
感
持
っ
て
対
応

し
た
く
存
じ
ま
す
。
当
面
の

事
務
局
マ
タ
ー
を
記
し
ま

す
。

⑴
　
増
加
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
含
め
た
訪
日
団
招
聘
事
務

手
続
き
対
応
及
び
交
流
行
事

準
備

↓
学
校
/
企
業
交
流
に
対
応

可
能
か
の
各
行
政
等
と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

⑵
　
右
記
、
事
務
局
業
務
優

先
し
た
場
合
の
各
委
員
会
事

業
へ
の
協
力
、
実
施
業
務
の

精
査
必
要

↓
各
担
い
手
確
保
で
き
る
の

か
↓
青
年
委
員
会
委
員
の
各

委
員
会
フ
ォ
ロ
ー
と
か
？

⑶
　
収
益
事
業
の
検
討

（
N
P
O
法
人
の
行
政
対
応

変
化
も
）

⑷
　
事
務
局
の
I
T
化

　
引
き
続
き
、
協
会
へ
の
ご

協
力
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

（
松
尾
史
生
）

北
京
市
長

陳
吉
寧
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ま
ず
初
め
に
、
東
京
都
北

京
市
友
好
都
市
提
携
40
周
年

と
い
う
節
目
の
年
に
、
ミ
ノ

フ
ァ
ー
ゲ
ン
製
薬
を
代
表
し

て
参
加
で
き
た
こ
と
を
心
よ

り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
今
回
の
訪
中
前
に
、

も
と
も
と
私
の
中
国
の
イ
メ

ー
ジ
は
、
あ
ま
り
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
も
の
と
は
言
え
ず
、
む

し
ろ
不
安
要
素
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。
と
く
に
空
気
汚
染

や
衛
生
面
な
ど
心
配
し
て
い

た
と
こ
ろ
が
多
々
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
実
際
に
訪
問

し
て
み
る
と
、
空
気
は
日
本

と
変
わ
ら
ず
多
少
乾
燥
し
て

い
る
程
度
、
バ
ス
ル
ー
ム
も

清
潔
で
あ
り
、
食
事
の
中
華

料
理
も
、
初
日
に
ご
馳
走
に

な
り
ま
し
た
北
京
ダ
ッ
ク
は

絶
品
で
し
た
。
ま
た
、
あ
ま

り
中
国
の
お
酒
は
好
き
で
は

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
レ
ス

ト
ラ
ン
で
飲
ま
せ
て
頂
い
た

紹
興
酒
、
白
酒
は
良
い
香
り

で
中
華
料
理
に
と
て
も
合

い
、
つ
い
た
く
さ
ん
頂
い
て

し
ま
う
ほ
ど
美
味
し
か
っ
た

で
す
。

　
初
め
て
中
国
を
訪
問
さ
せ

て
頂
き
、
観
光
を
し
て
い
く

上
で
、
北
京
に
つ
い
て
多
く

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
ず
家
は
、
昔
は
色
や

柱
の
数
の
違
い
で
そ
の
家
の

位
が
分
か
り
、
結
婚
す
る
時

も
そ
の
位
が
夫
婦
関
係
を
大

き
く
左
右
す
る
こ
と
に
驚
き

ま
し
た
。
そ
し
て
日
本
と
比

較
し
て
圧
倒
的
に
深
い
歴
史

は
、
万
里
の
長
城
や
北
京
首

都
博
物
館
を
訪
問
し
た
際
に

細
か
い
習
慣
か
ら
皇
帝
の
話

ま
で
多
く
を
学
ば
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

　
最
後
に
、
訪
中
を
通
じ
て

感
じ
た
こ
と
は
、
日
本
の
メ

デ
ィ
ア
で
得
ら
れ
る
情
報
は
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•
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•
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2
0
1
9
年
　
市
民
交
流
訪
中
団

市
民
交
流
訪
中
団

　
　
　
　
に
参
加
し
て

Ｂコース

2
0
1
9
年

中
国
研
修
旅
行
レ
ポ
ー
ト
Aコース

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
内
容
が
多
い

こ
と
で
す
。
実
際
に
、
今
回

紹
介
し
て
頂
い
た
場
所
以
外

に
も
観
光
し
た
い
と
こ
ろ
が

多
く
、
ま
た
北
京
へ
行
き
た

い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。

医
薬
事
業
本
部
　
白
坂
　
猛

　
11
月
14
日
15
日
　
A
コ
ー

ス
と
同
行
。

　
11
月
16
日
　
B
コ
ー
ス
総

勢
7
名
は
早
朝
北
京
首
都
空

港
よ
り
空
路
温
州
空
港
へ
。

温
州
よ
り
バ
ス
に
て
2
時
間

弱
。
雁
蕩
山
風
景
区
で
は
長

年
に
渡
り
風
雨
に
よ
り
浸
食

さ
れ
た
山
々
を
見
る
事
が
出

来
た
。

　
特
に
、
合
掌
峰
の
両
手
に

挟
ま
れ
て
建
つ
観
音
堂
の
最

上
階
迄
登
る
と
慈
航
慈
渡

（
じ
こ
う
じ
と
）
観
音
が
安

置
さ
れ
て
お
り
、
沢
山
の
灯

明
に
照
ら
さ
れ
て
い
た
。
一

方
、
台
風
の
影
響
で
大
龍
湫

へ
は
行
け
ず
代
わ
り
に
山
か

ら
ロ
ー
プ
一
本
で
降
下
し
た

り
綱
渡
り
の
芸
を
行
う
マ
タ

ギ
の
シ
ョ
ー
を
見
学
し
た
。

11
月
17
日
　
雁
蕩
山
の
朝
は

ひ
ん
や
り
と
し
て
空
気
が
美

味
し
い
。

　
朝
食
後
、
寧
波
に
向
け
バ

ス
移
動
。
途
中
、
前
童
古
鎮

を
見
学
。
明
や
清
時
代
の
住

居
や
古
い
石
畳
を
散
策
。
そ

　
北
京
市
と
東
京
都
の
友
好

都
市
提
携
四
十
周
年
を
記
念

し
て
、「
北
京
―
東
京
民
間

友
好
交
流
書
法
展
」
が
北
京

で
、
北
京
市
人
民
対
外
友
好

協
会（
対
友
協
）と
東
京
都
日

中
友
好
協
会
（
都
日
中
）
の

協
力
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

　
十
一
月
十
四
日
、
都
日
中

の
市
民
代
表
団
一
行
は
日
本

側
作
品
五
十
二
点
と
共
に
北

京
へ
向
か
っ
た
。

　
翌
朝
、
書
法
展
会
場
の

「
北
京
書
法
学
校
」（
学
校

長
＝
胡
濱
氏
）
を
訪
ね
る
。

日
中
合
わ
せ
て
一
〇
八
点
、

五
十
音
順
に
交
互
に
並
べ
ら

れ
た
壁
面
は
、
中
国
側
の
穏

や
か
な
章
法
で
書
か
れ
た
作

調
と
、
日
本
側
の
篆
隸
楷
行

草
の
五
体
に
加
え
仮
名
も
あ

る
多
彩
な
作
品
と
が
、
程
よ

く
溶
け
合
っ
た
趣
と
調
和
の

空
間
を
生
み
、
両
国
友
好
の

証
そ
の
も
の
に
感
じ
ら
れ

た
。

　
開
幕
式
は
来
賓
挨
拶
か
ら

始
ま
り
、
対
友
協
・
高
双
進

副
会
長
、
続
い
て
都
日
中
・

宇
都
宮
徳
一
郎
会
長
、
書
道

団
団
長
の
私
と
進
ん
だ
。
最

後
に
北
京
市
書
法
家
協
会
・

林
岫
主
席
が
、
日
本
の
書
、

特
に
俳
句
に
つ
い
て
中
国
は

深
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ

と
に
ふ
れ
た
。
日
本
は
中
国

の
書
を
摂
取
し
な
が
ら
発
展

し
て
き
た
が
、
中
国
も
日
本

の
書
に
注
視
し
て
お
り
、
こ

れ
は
ま
さ
に
日
中
友
好
の
根

源
的
な
関
係
性
で
あ
る
。

　
次
に
、
私
と
胡
濱
氏
と
の

作
品
交
換
を
行
い
、
私
が
持

参
し
た
毛
首
席
の
詩
文
が
会

場
に
見
受
け
ら
れ
た
が
、
聞

け
ば
こ
れ
は
胡
濱
氏
が
揮
毫

し
た
も
の
だ
と
分
か
り
、
と

て
も
驚
い
た
。

　
続
く
席
書
揮
毫
会
で
は
、

こ
の
日
の
た
め
に
用
意
さ
れ

た
高
さ
四
十
五
㌢
、
長
さ
十

二
㍍
の
表
装
済
み
の
巻
子
が

拡
げ
ら
れ
、
日
中
書
家
八
名

が
交
互
に
並
び
同
時
に
揮
毫

す
る
形
を
と
っ
た
。
題
簽
は

胡
濱
氏
が
既
に
揮
毫
し
て
あ

り
、
以
下
に
私
が
沈
休
文

「
長
歌
行
」
を
連
綿
草
行
体

で
、
胡
濱
氏
は
「
筆
歌
墨

舞
」
を
楷
書
で
、
井
垣
清
明

副
団
長
は
「
高
山
流
水
」
を

ゆ
っ
く
り
し
た
運
筆
の
篆
書

で
、
そ
し
て
大
石
三
世
子
副

団
長
は
仮
名
の
美
し
さ
を
流

麗
に
表
現
し
て
注
目
を
集
め

た
。
他
の
メ
ン
バ
ー
も
そ
れ

ぞ
れ
に
意
を
用
い
て
の
揮
毫

を
行
い
、
三
時
間
に
亘
る
交

流
会
を
終
え
た
。

　
午
後
は
、
対
友
協
本
部
に

何
魯
麗
名
誉
会
長
を
訪
問
、

会
見
。
席
書
会
で
完
成
し
た

巻
子
を
広
げ
、
歓
談
に
花
を

添
え
た
。

　
夜
は
北
京
飯
店
を
会
場

に
、
対
友
協
・
張
謙
副
会
長

以
下
、
日
中
七
十
名
の
作

家
、
関
係
者
が
集
い
祝
賀
式

典
・
歓
迎
宴
・
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
た
。
宴
席
上
、

二
〇
二
二
年
の
北
京
冬
季
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
エ
ー
ル
を

込
め
た
「
五
環
相
親
」（
豊

道
溪
峻
筆
）
を
、
張
謙
女
史

に
手
渡
し
た
。

　
翌
十
六
日
、
郭
沫
若
記
念

館
に
郭
平
英
女
史
を
訪
ね
、

一
九
五
八
年
来
、
郭
沫
若
氏

と
祖
父
春
海
と
の
友
好
関
係

か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
、
書
道
団

一
行
と
の
歓
談
と
交
流
を
行

い
、
友
好
の
旅
を
締
め
括
っ

た
。

『
北
京
―
東
京
民
間

　
　
　
　
友
好
交
流
書
法
展
を
終
え
て
』

東
京
都
日
中
友
好
協
会
書
道
部
会 

部
会
長

書
道
団
団
長
　
豊
道  

溪
峻

の
後
、
寧
波
市
へ
バ
ス
移

動
。

　
11
月
18
日
　
寧
波
市
内
に

あ
る
天
一
閣
見
学
。
中
国
で

最
も
早
く
作
ら
れ
た
私
設
の

蔵
書
楼
。

　
又
、
麻
雀
発
祥
の
地
で
も

あ
り
手
の
込
ん
だ
パ
イ
や
床

に
敷
詰
め
た
パ
イ
も
面
白

い
。

　
そ
の
後
、
郊
外
に
あ
る
中

国
禅
宗
の
天
童
寺
を
観
光
。

日
本
の
曹
洞
宗
は
天
童
寺
を

祖
庭
と
し
て
い
る
。

　
11
月
19
日
ホ
テ
ル
か
ら
杭

州
空
港
迄
の
3
時
間
弱
の
バ

ス
移
動
。
途
中
、
紹
興
市
の

ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
に
て
休
憩
。

い
ろ
い
ろ
な
紹
興
酒
を
販
売

し
て
お
り
、
大
き
な
壺
の
紹

興
酒
を
買
い
た
か
っ
た
。

　
杭
州
空
港
で
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
。
全
員
無
事
に
成
田
空
港

に
到
着
し
、
解
散
し
た
。

　
今
回
は
、
地
球
の
歩
き
方

に
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
、
中

国
十
大
名
山
の
ひ
と
つ
雁
蕩

山
に
行
く
事
が
出
来
良
い
思

い
で
と
な
っ
た
。
同
行
し
た

皆
様
、
お
世
話
に
な
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
宍
戸
　
敏
和
）

日　 本　 と　 中　 国 東京版
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この1年の歩み

都日中

活
動
日
誌
2019年

この1年の歩みこの1年の歩み

① 1/13 みなと国際協力の日
② 1/20 日中友好新春かるた会
③ 1/22 日中友好新年会
④ 2/9 渋谷区日中春節のつどい
⑤ 2/10 北区日中春節餃子パーティー
⑥ 2/17 豊島区日中春節を祝う会
⑦ 2/23 日中女性新春の集い
⑧ 2/24 中国語春期ワンデーレッスン
⑨ 2/26 目黒区日中友好春節のつどい

都日中イメージキャラクター
とくまる

この1年の歩み

⑩ 3/2 防災体験学習館見学
⑪ 3/6 藍印花布展開幕式
⑫ 4/4 中国語入門クラス授業風景
⑬ 4/27 第４回常務理事会・第47回理事会
⑭ 5/9 鎌倉大仏見学
⑮ 5/16 中国問題を読み解く（朱建栄氏）

⑯ 5/18 第５回通常総会・祝賀レセプション
⑰ 5/21 北京市文芸訪日団（目黒・八雲学園）
⑱ 5/25 薔薇とそば見学
⑲ 5/25 第２回中国企業セミナー
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《
1
月
》

5
日
　
仕
事
始
め

13
日
　
み
な
と
国
際
協
力
の

　
　
　
日（
青
年
委
員
会
）

13
日
　
第
36
回
全
日
本
中
国

語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ

ス
ト
全
国
大
会

16
日
　
定
例
経
済
ビ
ジ
ネ
ス

　
　
　 

ク
ラ
ブ

20
日
　
日
中
友
好
新
春
か
る

た
会

22
日
　
日
中
友
好
協
会
新
年

会（
共
催
）

26
日
　
日
中
関
係
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム（
孔
子
学
院
）

《
2
月
》

9
日
　
渋
谷
区
日
中
春
節
の

集
い

10
日
　
北
区
日
中
春
節
餃
子

　
　
　 

パ
ー
テ
イ
―

16
日
　
青
梅
マ
ラ
ソ
ン
歓
迎

　
　
　
会（
人
民
網
代
表
団
）

17
日
　
豊
島
区
日
中
春
節
を

　
　
　
祝
う
会

23
日
　
日
中
女
性
新
春
の
集

い（
新
橋
亭
）

24
日
　
中
国
語
春
期
ワ
ン
デ

ー
レ
ッ
ス
ン

26
日
　
目
黒
区
日
中
春
節
の

集
い

《
3
月
》

2
日
　
防
災
体
験
学
習
館
・

水
族
館
見
学（
文
化

交
流
委
員
会
）

6
日
　
藍
印
花
布
展
開
幕
式

20
日
　
大
田
区
日
中
新
春
の

　
　
　
集
い

26
日
　
山
東
省
徳
州
市
表
敬

訪
問

29
日
　
定
例
経
済
ビ
ジ
ネ
ス

　
　
　
ク
ラ
ブ

《
4
月
》

1
日
　
2
0
1
9
年
度
中

国
語
教
室
初
級
ク
ラ

ス
開
講

2
日
　
2
0
1
9
年
度
中

国
語
教
室
中
級
ク
ラ

ス
開
講

4
日
　
2
0
1
9
年
度
中

国
語
教
室
入
門
ク
ラ

ス
開
講

10
日
　
ア
ジ
ア
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
バ
ザ
ー
に
協
力

24
日
　
目
黒
区
養
老
東
山
ホ

ー
ム
訪
問（
壱
方
城
）

27
日
　
第
4
回
常
務
理
事
会

第
47
回
理
事
会

《
5
月
》

9
日
　
鎌
倉
大
仏
見
学（
女

性
委
員
会
）

11
日
　
北
区
日
中
総
会

16
日
　
中
国
問
題
を
読
み
解

　
　
　 

く
講
座

18
日
　
第
5
回
通
常
総
会

19
日
　
青
梅
市
日
中
総
会

21
日
　
北
京
市
文
芸
訪
日
団

　
　
　（
目
黒
・
八
雲
学
園
）

24
日
　
葛
飾
区
日
中
総
会

25
日
　
薔
薇
と
そ
ば
見
学

　
　
　（
深
大
寺
・
文
化
交

流
委
員
会
）

25
日
　
中
国
企
業
セ
ミ
ナ
ー

（
青
年
委
員
会
）

31
日
　
定
例
経
済
ビ
ジ
ネ
ス

ク
ラ
ブ

《
6
月
》

3
日
　
豊
島
区
日
中
総
会

7
日
　
北
京
週
開
会
式（
秋
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東京都日中 写 真
でみる東京都日中東京都日中 写 真
でみる東京都日中

⑳ 6/3 豊島区日中総会
○21  6/14 王子二丁目町会・成都市交流（北区日中協力）
○22 6/27 書道部会設立会議
○23 6/29 第１回常務理事会・第４８回理事会
○24 7/16 北京市青少年キャラバン訪日団（板橋区）
○25 7/18 中国問題を読み解く（大久保勲氏）
○26 7/26 東アジア文化都市西安市少年野球大会（豊島区日中）
○27 9/1 中国語夏期ワンデーレッスン
○28  9/9 目黒区日中講演会
○29   9/19 貴州市人代目黒区議会訪問
○30  9/21 チャイナフェスティバル
○31  9/21 新津春子氏講演会（羽田空港）
○32 9/27 葉紅先生講演会（北区日中）
○33 10/17 中国問題を読み解く（中山眞理氏）
○34  10/24 議連協議会訪中団北京市人代訪問
○35 10/27 第３回中国企業セミナー
○36  11/2 第22回中国大使館杯囲碁大会
○37  11/6 錦秋交流の夕べ都日中青年委員
○38  11/15 2020年度友好交流活動に関する覚書調印式
○39  11/15 東京̶北京４０周年記念書道団一行
○40  11/15 訪中書道団豊道団長作品
   「清真」清く純真なこと。世俗を離れ、
  飾り気なく、ありのままであること。
○41  12/5 日中親善ゴルフ大会
○42 12/8 中国語で中国料理を作る講座

●�

●●�

●●●�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

●� ●�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

●�

葉
原
）

8
日
　
千
代
田
区
日
中
総
会

14
日
　
王
子
二
丁
目
町
会
・

成
都
市
交
流（
北
区

日
中
協
力
）

27
日
　
書
道
部
会
設
立
会
議

　
　
　（
豫
園
）

29
日
　
第
1
回
常
務
理
事
会

　
　
　
第
48
回
理
事
会

《
7
月
》　

12
日
　
中
国
映
画
を
鑑
賞
す

る
会（
大
使
館
）

16
日
　
北
京
市
青
少
年
キ
ャ

ラ
バ
ン（
板
橋
区
）

18
日
　
中
国
問
題
を
読
み
解

く
講
座

26
日
　
東
ア
ジ
ア
文
化
都
市

西
安
市
少
年
野
球
大

会（
豊
島
区
日
中
）

《
8
月
》

1
日
　
定
例
経
済
ビ
ジ
ネ
ス

ク
ラ
ブ

11
日
　
公
費
留
学
生
歓
送
会

　
　（
中
国
大
使
館
教
育
処
）

19
日
　
深
圳
市
表
敬
訪
問

《
9
月
》

1
日
　
中
国
語
夏
期
ワ
ン
デ

ー
レ
ッ
ス
ン

9
日
　
目
黒
区
日
中
講
演
会

　
　
　（
大
使
館 

楊
参
事
官
）

8
日
〜
9
日
　
東
日
本
日
中

実
務
者
会
議（
大
宮
）

10
日
〜
13
日
　
済
南
市
泉
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
訪
中

19
日
　
貴
州
市
人
代
目
黒
区

　
　
　
議
会
訪
問

21
日
〜
22
日
　
チ
ャ
イ
ナ
フ

ェ
ス
テ
イ
バ
ル

21
日
　
新
津
春
子
氏（
羽
田

空
港
）講
演
会

23
日
　
ふ
く
ろ
祭
り
で
国
際

交
流
お
み
こ
し

27
日
　
中
国
建
国
70
周
年
祝

賀
会

中
国
女
性
が
語
る
万

葉
集（
北
区
日
中
）

30
日
　
定
例
経
済
ビ
ジ
ネ
ス

ク
ラ
ブ

《
10
月
》

6
日
　
ア
ジ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
鑑
賞
会（
女
性
委
）

7
日
　
議
連
、
神
田
川
貯
水

　
　
　
池
、
大
使
館
と
視
察

17
日
　
中
国
問
題
を
読
み
解

く
講
座

24
日
〜
27
日
　
第
4
回
議
連

協
議
会
訪
中
団

27
日
　
第
3
回
中
国
企
業
セ

ミ
ナ
ー
（
青
年
委
）

《
11
月
》

2
日
　
第
22
回
中
国
大
使
館

杯
囲
碁
大
会

6
日
　
錦
秋
交
流
の
夕
べ

（
大
使
館
）

14
日
〜
19
日
東
京
北
京
40
周

年
書
道
団
市
民
訪
中

団（
北
京
市
他
）

23
日
　
葛
飾
区
日
中
バ
ス
ハ

イ
ク

28
日
　
議
連
協
議
会
、
訪
中

報
告
会（
大
使
館
）

《
12
月
》

5
日
　
日
中
親
善
ゴ
ル
フ
大

会（
お
か
だ
い
ら
）

8
日
　
料
理
教
室（
中
国
語

普
及
委
員
会
）

16
日
　
定
例
経
済
ビ
ジ
ネ
ス

ク
ラ
ブ

19
日
　
海
淀
区
対
友
協
・
練

馬
区
書
道
交
流

20
日
　
東
京
日
中
友
好
議
員

連
盟
協
議
会
総
会
・

講
演
会

22
日
　
目
黒
区
ユ
ネ
ス
コ
協

会
春
節
展
示（
青
年
委

員
会
）



対局中の中野常務副会長

日中合作劇「羅生門」

二ノ宮会長と楊宇公使参事官
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2
0
1
8
年
1
月
に
ス
タ

ー
ト
し
た
「
経
済
ビ
ジ
ネ
ス

ク
ラ
ブ
」
で
あ
っ
た
。
当
初

は
数
名
の
集
ま
り
で
の
会
議

体
で
あ
っ
た
が
、
徐
々
に
声

を
か
け
始
め
る
と
、
参
加
者

も
、
そ
し
て
仲
間
も
増
え
て

き
た
。

　
主
役
は
老
中
青
の
「
混
成

群
」、
会
員
・
サ
ポ
ー
タ
ー

世
代
を
現
在
、
50
名
の
会

員
、
そ
れ
以
外
の
非
会
員
の

サ
ポ
ー
タ
ー
が
1
5
0
名
、

合
計
2
0
0
名
ほ
ど
が
「
ク

ラ
ブ
」
に
登
録
し
て
い
る
。

今
で
は
毎
回
の
会
議
に
は
30

名
〜
50
名
程
の
「
メ
ン
バ

ー
」
が
宵
の
渋
谷
に
集
結
す

る
。
地
元
の
渋
谷
区
日
中
と

の
「
共
催
」
で
も
あ
り
毎

回
、
多
大
な
尽
力
を
戴
い
て

い
る
。「
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ブ

会
議
」
と
し
て
は
隔
月
開
催

で
あ
り
、
更
に
「
委
員
会
」

を
開
催
し
10
名
程
が
集
う
。

幹
事
団
は
青
年
は
勿
論
、
人

生
1
0
0
年
時
代
を
意
識

し
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　「
1
0
0
年
時
代
」
更
な
る
仲

間
を
拡
大
、
国
内

や
中
国
を
意
識
2

0
2
0
年
に
は
メ

ン
バ
ー
登
録
3 

0

0
名
を
目
指
し
猛

進
！
今
後
の
活
動

と
し
て
、
Ａ
　
対

外
、
国
内
諸
活

動
：
中
国
と
の
連

携
！
　
特
に
経
済

関
係
事
業
等
を
促

進
、
Ｂ
　
活
動
、

イ
ベ
ン
ト
等
と
し

ー
」
構
成
3
0
0
名
体
制
に

向
け
、
猛
進
し
た
い
。

（
経
済
ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会
委

員
長
）
秋
澤
文
芳

て
：
研
修
、
視
察
、
親
睦
、

　
Ｃ
　
仲
間
拡
大
：
3
年
目

と
な
る
経
済
B
I
Z
ク
ラ
ブ

会
議
母
体
と
し
今
後
の
会

員
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
拡
大
を

図
り「
仲
間
」の
増
員
を
図
り

た
い
。

　
今
後
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
相

互
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
と
糸
電
話

も
！
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

と
は
、
企
業
・
団
体
や
個
人

事
業
主
を
中
心
と
し
て
販
路

の
拡
大
と
開
拓
を
目
的
と
し

た
相
互
交
流
で
あ
る
が
、
首

都
圏
エ
リ
ア
に
は
私
た
ち
の

従
来
組
織
で
は
手
の
届
か
な

い
領
域
が
無
数
に
あ
る
。
目

的
・
課
題
或
い
は
商
品
等
を

テ
ー
マ
に
し
て
、
日
頃
気
づ

か
な
い
組
織
や
振
興
組
合
、

団
体
等
な
ど
の
多
種
多
様
な

チ
ャ
ネ
ル
へ
の
声
掛
け
も
必

要
で
あ
る
。
昨
年
12
月
の
ビ

ジ
ネ
ス
会
議
に
お
い
て
、
中

国
大
使
館
商
務
部
の
貴
重
な

お
話
も
承
り
参
加
者
の
意
識

も
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見

せ
た
。
ま
だ
ま
だ
少
な
い

が
、
今
年
1
年
、「
メ
ン
バビジネスクラブの様子

り
、
東
村
先
生
か
ら
五
輪
関

係
の
定
期
的
な
話
し
合
い
の

場
を
提
案
を
し
、
中
国
側
も

こ
の
提
案
を
喜
ん
で
お
り
非

常
に
有
意
義
な
会
見
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
の
歓
迎
会
で

は
、
北
京
市
人
民
代
表
大
会

農
村
委
員
会
副
主
任
委
員
の

潘
先
生
か
ら
も
歓
迎
の
コ
メ

ン
ト
を
頂
い
た
。

　
翌
日
は
、
新
都
心
の
雄
安

新
区
へ
の
視
察
か
ら
始
ま
っ

た
。
雄
安
新
区

は
新
し
く
こ
れ

か
ら
造
ら
れ
る

街
だ
。
視
察
し

た
雄
安
新
区
企

画
展
示
セ
ン
タ

ー
で
は
、
今
後

の
街
づ
く
り
の

将
来
像
を
映
像

と
展
示
内
容
で

分
か
り
や
す
く

示
さ
れ
て
い

た
。
午
後
に
は

北
京
市
内
に
戻

り
、
中
関
村
国
家
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
パ
イ
ロ
ッ
ト
展
示
セ

ン
タ
ー
へ
向
か
っ
た
。
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ
り
や
す

い
環
境
を
政
府
が
主
導
的
に

創
り
出
し
て
い
る
部
分
が
印

象
的
で
あ
っ
た
。

　
次
の
日
は
新
幹
線
で
一
路

上
海
へ
向
か
っ
た
。
豫
園
や

外
灘
な
ど
の
定
番
観
光
ス
ポ

ッ
ト
を
訪
れ
た
。

　
今
回
、
主
に
雄
安
新
区
と

中
関
村
の
2
つ
の
注
目
拠
点

を
視
察
し
た
。
参
加
さ
れ
た

議
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
是
非
各
地
域
で
体
験

談
を
発
信
し
て
い
た
だ
け
れ

　
2
0
1
9
年
10
月
24
日

（
木
）
〜
27
日
（
日
）
ま
で

東
村
会
長
を
団
長
と
す
る
東

京
都
日
中
友
好
議
員
連
盟
協

議
会
の
訪
中
視
察
に
同
行
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
渡
航
前
に
は
台
風
19
号
の

影
響
で
浸
水
被
害
が
発
生

し
、
渡
航
中
の
25
日
（
土
）

に
も
大
雨
の
影
響
が
あ
り
、

議
員
の
皆
様
は
地
域
の
状
況

に
気
を
配
り
な
が
ら
視
察
さ

れ
て
い
た
。

　
初
日
は
、
副
都
心
の
通
州

区
に
移
転
さ
れ
新
し
く
建
設

さ
れ
た
北
京
市
人
民
代
表
大

会
常
務
委
員
会
を
訪
れ
、
副

主
任
の
劉
律
先
生
と
代
表
団

と
の
会
見
が
行
わ
れ
た
。
会

見
室
は
と
て
も
広
く
緊
張
感

漂
う
素
晴
ら
し
い
雰
囲
気
で

あ
っ
た
。
会
見
の
中
で
、
東

京
五
輪
と
2
0
2
2
年
の
冬

季
北
京
五
輪
が
話
題
に
上

　
昨
年
は
「
東
ア
ジ
ア
文

化
都
市
2
0
1
9
」
の
日

本
国
開
催
地
に
豊
島
区
が

選
ば
れ
、
一
年
間
を
通
し

て
豊
島
区
・
中
国
西
安

市
・
韓
国
仁
川
市
と
で
文

化
交
流
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
協
会
も
こ
れ
に

応
え
、
こ
れ
ま
で
の
例
年

の
活
動
に
加
え
て
東
ア
に

し
、
桜
吹
雪
の
下
で
の
二
胡

と
琵
琶
の
演
奏
は
大
好
評
で

し
た
。

　
7
月
26
日
に
は
「
日
中
少

年
野
球
親
善
試
合
」
を
開

催
。
豊
島
区
選
チ
ー
ム
25
名

と
西
安
市
選
抜
チ
ー
ム
15
名

に
よ
る
2
試
合
を
行
い
ま
し

た
。
試
合
に
先
立
ち
、
25
日

午
後
に
豊
島
区
役
所
を
西
安

市
チ
ー
ム
が
表
敬
訪
問
。
夕

方
か
ら
開
会
式
と
歓
迎
会
を

行
い
、
エ
ー
ル
交
換
と
共
に

明
日
の
試
合
の
健
闘
を
誓
い

合
い
ま
し
た
。

　
10
月
26
日
（
土
）
豊
島
区

南
大
塚
ホ
ー
ル
に
て
、
日
中

合
作
劇
「
羅
生
門
」
の
公
演

を
（
一
社
）
ア
ジ
ア
芸
術
文

　
ビ
ジ
ネ
ス
は
無
限
　

　
　
―
新
し
い
2
0
2
0
年
に
向
け
て
―

化
促
進
会
と
の
共
催
で
催
し

ま
し
た
。
日
本
の
物
語
で
あ

る
「
羅
生
門
」
を
、
中
国
の

絶
技
「
変
面
」、
日
本
の
伝

統
芸
能
「
日
本
舞
踊
」、「
筑

前
琵
琶
」
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
し
て
創
り
上
げ
た
初
め

て
の
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
昨
年
の
経
験
を
生
か

し
、
従
来
の
「
国
際
交
流
神

輿
」「
わ
ー
る
ど
ダ
ン
ス
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
協
力
事

業
に
加
え
「
多
文
化
共
生
の

豊
島
」
に
相
応
し
い
交
流
活

動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

日
中
韓
交
流
イ
ベ
ン
ト
で

明
け
暮
れ
た
一
年

　
本
年
9
月
9
日
　
目
黒
日

中
友
好
協
会
創
立
40
周
年
を

記
念
し
て
、
中
国
大
使
館
　

楊
宇
公
使
参
事
官
様
を
迎
え

て
「
中
国
の
発
展
と
中
日
関

係
」
と
題
し
て
ご
講

演
を
頂
き
ま
し
た
、

特
に
中
国
の
発
展
の

裏
に
は
日
本
の
経
済

協
力
の
御
蔭
も
有

り
、
改
革
開
放
政
策

後
の
経
済
発
展
に
よ

り
世
界
第
二
位
の
経

済
大
国
と
成
る
事
が

出
来
き
、
日
中
両
国

が
平
和
で
友
好
関
係

を
進
め
る
為
に
も
、

原
点
に
立
ち
返
り
「
競
争
す

る
時
代
か
ら
協
調
の
時
代
」

へ
と
発
展
さ
せ
る
事
で
一
致

し
、
日
中
間
は
新
し
い
時
代

に
動
き
始
め
ま
し
た
と
ご
講

厳
し
い
状
況
が
有
り
ま
し
た

が
各
年
毎
に
議
員
団
、
協
会

会
員
が
訪
中
し
草
の
根
の
交

流
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

現
在
は
東
城
区
・
目
黒
区
・

ソ
ウ
ル
市
中
浪
区
と
の
中
学

生
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
進
め
今

年
で
3
回
目
を
迎
え
て
お

り
、
若
い
中
学
生
が
共
に
相

互
理
解
と
交
流
を
深
め
国
際

理
解
教
育
に
貢
献
し
て
お
り

ま
す
。

　
目
黒
日
中
の
特
色
は
毎
年

錦
秋
の
夕
べ
に
参
加
さ
せ
て

頂
き
日
中
友
好
に
理
解
と
協

力
を
深
め
て
お
り
ま
す
。

目
黒
日
中
友
好
講
演
会

に
も
つ
れ

込
ん
だ
。

最
終
局
の

3
回
戦
で

は
日
本
選

手
の
多
く

が
疲
れ
た

の
か
中
国

側
が
圧
倒

し
15
勝
9

敗
と
な
り

中
国
チ
ー

ム
（
41
勝

31
敗
）
の

優
勝
と
な

関
係
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
を
新
た
に
催
し
ま
し

た
。

　
振
り
返
り
ま
す
と
2
月
17

日
の「
春
節
を
祝
う
会
」を
日

中
韓
に
よ
る
共
同
開
催
と
し

て
行
い
、
高
野
豊
島
区
長
か

ら
は「
歴
史
的
な
快
挙
だ
!
」

と
の
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

　
3
月
31
日
に
は
豊
島
区
立

目
白
庭
園
で
「
茶
界
」
を
開

き
ま
し
た
。
中
国
茶
、
韓
国

茶
、
日
本
茶
を
そ
れ
ぞ
れ
い

た
だ
き
、
中
国
茶
で
は
唐
時

代
の
衣
装
で
優
雅
に
ふ
る
ま

い
ま
し
た
。

　
4
月
7
日
は
駒
込
の
染
井

吉
野
記
念
公
園
で
の
「
桜
ま

つ
り
」
イ
ベ
ン
ト
に
参
画

2
0
1
9
年
東
京
都
日
中
友
好

議
員
連
盟
協
議
会
代
表
団
に
参
加
し
て

東
京
都
日
本
中
国
友
好
協
会
　
副
理
事
長
　
永
野
　
剛

中
国
大
使
館
杯
　

第
22
回
東
京
都
日
中
友
好
囲
碁
大
会
を
開
催

　
第
22
回
東
京
都
日
中
友
好

囲
碁
交
流
大
会
は
11
月
2
日

（
土
）
日
本
棋
院
で
開
催
さ

れ
た
。
大
会
は
中
国
大
使
館

の
全
面
的
な
ご
支
援
ご
協
力

の
下
、
東
京
近
郊
に
在
住
す

る
日
中
の
愛
棋
家
56
名
に
よ

る
3
回
戦
の
対
抗
戦
で
行
わ

れ
た
。

　
第
一
部
、
都
日
中
齋
藤
文

化
交
流
委
員
長
の
挨
拶
。
翁

子
瑜
（
中
国
囲
碁
協
会
六

段
）
審
判
長
の
対
局
開
始
の

発
声
で
和
や
か
に
始
ま
っ

た
。
4
年
連
続
の
中
国
チ
ー

ム
の
優
勝
と
な
っ
て
お
り
、

今
年
は
ど
う
な
る
か
大
会
参

加
者
の
関
心
と
な
っ
て
い

た
。
ど
の
対
局
も
内
容
が
す

ば
ら
し
く
、
き
わ
ど
い
接
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
展
開

は
、
中
国
側
が
1
回
戦
を
14

勝
10
敗
で
制
し
、
続
く
2
回

戦
は
12
勝
12
敗
の
引
き
分

け
、
優
勝
の
行
方
は
最
終
局

っ
た
。

　
第
二
部
、
懇
親
会
は
70
名

を
超
え
た
。
主
催
者
を
代
表

し
て
須
藤
常
務
副
会
長
が
挨

拶
し
た
。
そ
の
後
、
明
立
実

行
委
員
長
よ
り
成
績
発
表
が

行
わ
れ
、
中
国
チ
ー
ム
に
中

国
大
使
館
杯
が
授
与
さ
れ

た
。
引
き
続
き
、
対
局
全
勝

者
の
中
国
側
7
名
、
日
本
側

4
名
に
対
し
賞
品
が
渡
さ
れ

た
。

　
乾
杯
は
中
国
語
が
堪
能
な

依
田
栄
一
氏
、
対
局
の
感
想

は
張
忠
良
、
日
暮
正
治
が
行

っ
た
。
今
回
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
日
中
の
両
主
将
の

対
局
を
大
盤
で
解
説
す
る
コ

ー
ナ
ー
を
設
け
た
。
李
青
海

（
中
国
囲
碁
協
会
七
段
）
の

分
か
り
や
す
い
解
説
で
「
小

澤
信
弘
七
段
×
张
曦
彤
八

段
」
の
対
局
が
再
現
さ
れ
、

多
く
の
方
々
か
ら
勉
強
に
な

っ
た
と
の
感
想
を
頂
い
た
。

（
責
・
明
立
）

「上海都市計画館」にて

ば
誠
に
嬉
し
い
限
り
で
あ

る
。
私
自
身
と
し
て
も
本
協

会
の
役
割
を
再
認
識
で
き
る

貴
重
な
機
会
で
あ
っ
た
。
新

年
を
迎
え
新
し
い
気
持
ち
で

日
中
友
好
運
動
を
さ
ら
に
推

進
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

目
黒
区
日
中

演
を
頂
き
ま
し
た
。

　
目
黒
区
日
中
協
会
は
昭
和

53
年
日
中
平
和
友
好
条
約
締

結
後
の
翌
年
に
区
議
会
議
員

を
中
心
に
発
足
し
、
安
徽
省

黄
山
市
と
永
年
交
流
を
深
め

て
参
り
ま
し
た
。
そ
の
後
　

前
塚
本
区
長
が
23
区
交
流
団

の
一
員
と
し
て
北
京
に
赴
き

平
成
3
年
当
時
の
崇
文
区
と

友
好
都
市
交
流
を
締
結
し
以

後
行
政
・
区
議
会
議
員
連

盟
・
目
黒
日
中
協
会
が
三
位

一
体
と
な
っ
て
人
民
政
府
人

大
・
議
会
・
小
学
校
・
少
年

宮
の
間
で
年
賀
状
、
絵
画
の

交
換
を
進
め
、
両
国
間
に
は

地
区
協
会
だ
よ
り

豊
島
区
日
中
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日
中
青
少
年
交
流
推
進
年
認
定
行
事

「
中
国
企
業
で
働
く
日
本
人
に
迫
る
!!
」
第
3
弾
開
催

（
青
年
委
員
会
）

協
会
公
式YouTube

番
組

　 「
都
日
中channel

」
の
ご
紹
介

認
定
N
P
O
法
人
東
京
都
日
本
中
国
友
好
協
会

副
理
事
長
　
　
永
野
　
剛

お
土
産
」「
エ
ア
ラ
イ
ン
今

昔
噺
」「
香
港
デ
モ
取
材
」「
深

セ
ン
視
察
」「
チ
ャ
イ
ナ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」「
中
国
の

化
粧
品
紹
介
」「
芝
園
団
地

見
学
会
」「
東
京
都
都
議
員

訪
中
団
」
な
ど
で
す
。
撮
影

チ
ー
ム
も
集
ま
り
、
ま
ず
は

継
続
す
る
こ
と
を
目
的
に
し

て
い
ま
す
。

　
ま
だ
ご
覧
に
な
っ
て
い

な
い
方
は
W
E
B
サ
イ
ト
で

「
都
日
中
c
h
a
n
n
e
l
」

と
入
力
い
た
だ
き
、
協
会
の

活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と

共
に
、
是
非
お
友
達
に
も
お

伝
え
頂
け
れ
ば
嬉
し
い
で

す
。
圧
倒
的
一
次
情
報
の
発

信
こ
そ
が
、
新
し
い
中
国
の

捉
え
方
を
示
す
た
め
に
必
要

で
あ
り
、
今
の
時
代
に
求
め

ら
れ
て
い
る
協
会
の
〝
新
た

な
役
割
〞
で
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
毎
年
恒
例
の
葛
飾
区
日
中

友
好
協
会
主
催
、
葛
飾
区
在

住
の
中
国
人
と
会
員
と
の
親

睦
・
交
流
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
バ
イ
ス
ハ
イ
ク
が

去
る
11
月
23
日
に
開
催
さ
れ

た
。
当
日
は
朝
か
ら
生
憎
の

雨
模
様
で
し
た
が
葛
飾
区
役

所
脇
の
集
合
・
出
発
場
所
に

は
参
加
者
が
雨
や
寒
さ
を
吹

き
飛
ば
す
程
の
元
気
な
出
立

ち
で
参
集
さ
れ
た
。
バ
ス
ハ

イ
ク
も
今
年
で
数
え
25
回
目

で
あ
る
。
近
郊
観
光
地
へ
の

行
先
選
定
デ
ー
タ
ー
に
悩
む

主
催
者
。
区
の
広
報
誌
掲
載

に
よ
り
1
5
0
余
名
の
応
募

が
舞
い
込
む
。
厳
選
な
る
抽

選
で
80
名
余
の
参
加
者
が
決

ま
る
。
中
国
人
、
日
本
人
が

バ
ラ
ン
ス
よ
く
バ
ス
二
台
に

分
乗
す
る
。

　
青
木
克
徳
区
長
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
、
平
沢
勝
栄
代
議
士
、

伊
藤
よ
し
の
り
区
議
ら
の
ご

挨
拶
、
見
送
り
を
受
け
出
発

す
る
。
号
車
毎
に
中
村
一
男

会
長
、
稲
増
攻
副
会
長
、
土

屋
俊
昭
葛
飾
区
文
化
国
際
課

長
ら
か
ら
、
楽
し
く
開
か
れ

た
日
中
交
流
へ
の
期
待
と
隔

世
す
る
中
に
も
永
年
続
い
て

い
る
日
中
バ
ス
ハ
イ
ク
へ
の

思
い
を
込
め
た
挨
拶
。
都
日

中
友
好
協
会
の
林
麗
子
さ
ん

を
始
め
、
横
田
レ
イ
カ
さ
ん

の
ベ
テ
ラ
ン
女
史
通
訳
に
支

え
ら
れ
、
自
己
紹
介
も
両
国

の
言
葉
の
問
題
排
除
や
初
対

面
で
の
希
薄
さ
を
払
拭
し
お

互
い
に
聞
き
入
る
。
往
路
も

あ
っ
と
い
う
間
に
食
事
処
へ

到
着
。
群
馬
県
特
産
の
料
理

に
舌
包
み
を
打
ち
、
に
こ
や

か
な
打
ち
解
け
た
友
情
の
輪

が
広
が
り
、
皆
が
心
配
し
た

雨
も
止
み
ホ
ッ
と
す
る
。
た

く
み
の
里
散
策
、
リ
ン
ゴ
狩

り
を
楽
し
み
、
試
食
の
リ
ン

ゴ
を
頬
張
り
お
土
産
リ
ン
ゴ

を
手
に
帰
路
に
つ
く
。
車
内

で
は
楽
し
み
な
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
。
カ
ー
ド
振
り
上
げ
リ
ー

チ
、リ
ー
チ
・
・
・
ビ
ン
ゴ
！

と
大
声
!!
景
品
を
手
に
楽
し

ま
れ
た
。
協
会
常
務
理
事
の

小
田
嶋
喜
八
さ
ん
の
ハ
ー
モ

ニ
カ
演
奏
、
会
員
の
キ
ン
グ

レ
コ
ー
ド
歌
手
・
小
倉
勇
さ

ん
ら
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
援

護
で
盛
り
上
が
り
、
好
み
の

カ
ラ
オ
ケ
で
喉
を
喜
ば
せ
、

秋
雨
に
物
と
も
せ
ず
跳
ね
の

け
区
役
所
前
に
到
着
。
楽
し

か
っ
た
ね
！
来
年
も
お
会
い

し
ま
し
ょ
う
の
声
が
、
良
い

お
土
産
の
バ
ス
ハ
イ
ク
で
し

た
。 

（
松
丸
じ
ゅ
う
ぞ
う
）

　
10
月
27
日
（
日
）
に
日
中

青
少
年
交
流
推
進
年
認
定
行

事
「
中
国
企
業
で
働
く
日
本

人
に
迫
る
！
」
が
東
京
ウ
ィ

メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ

た
。
今
回
は
3
回
目
の
開
催

と
な
る
。
東
京
に
あ
る
中
国

企
業
で
働
い
て
い
る
日
本
人

女
性
3
名
ご
登
壇
頂
き
中
国

企
業
で
働
く
と
は
何
か
に
つ

い
て
お
話
頂
い
た
。
来
場
者

は
予
想
よ
り
多
く
80
名
前
後

お
越
し
頂
い
た
。
殆
ど
が
日

本
人
大
学
生
だ
っ
た
。

冒
頭
に
、
永
田
副
会
長
に
開

会
挨
拶
を
し
て
頂
い
た
。
そ

の
後
、
中
国
最
大
手
配
車
サ

ー
ビ
ス
業
者
D
I
D
I
の
黒

石
様
、
中
国
大
手
航
空
会
社

中
国
東
方
航
空
の
乙
重
様
、

中
国
最
大
手
通
信
業
者
の
齊

藤
様
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
会

社
、
仕
事
紹
介
を
し
て
頂
い

た
。
そ
の
次
に
、
中
国
企
業

文
化
、
働
き
が
い
、
女
性
の

働
き
方
、
求
ま
れ
る
ス
キ
ル

を
め
ぐ
っ
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
来

場
者
か
ら
多
数
の
質
問
が
あ

の
日
本
進
出
が
活
発
し
て
い

る
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
中
国

企
業
文
化
の
良
さ
を
伝
え
た

ら
い
い
な
と
思
い
こ
の
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
た
。
最
初
は

漠
然
な
イ
メ
ー
ジ
し
か
な
か

っ
た
が
、
協
会
の
皆
様
に

色
々
ご
相
談
し
な
が
ら
、
だ

ん
だ
ん
形
に
で
き
た
。

　
今
後
も
時
代
に
合
っ
た
、

青
少
年
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
よ
り
多

く
の
中
国
フ
ァ
ン
を
作
っ
て

い
き
た
い
と
思
う
。

　
マ
ス
コ

ミ
も
会
社

な
の
で
当

た
り
前
で

す
が
利
益

の
為
に

日
々
報
道

し
て
い
る

の
で
、
私

は
マ
ス
コ

ミ
を
批
判

す
る
こ
と

は
し
ま
せ

ん
。
そ
も

そ
も
テ
レ

ビ
を
見
て

い
る
人

が
減
っ

て
い
る

以
上
前
に
、
中
国
と
の
パ
イ

プ
を
持
っ
て
き
た
誇
る
べ
き

歴
史
が
あ
り
ま
す
。〝
楽
し

く
な
け
れ
ば
人
は
集
ま
ら
な

い
〞。
実
際
に
都
日
中
の
活

動
し
て
い
る
と
、
こ
れ
ま
で

の
諸
先
輩
方
の
日
中
友
好
運

動
の
リ
ア
ル
な
お
話
を
拝
聴

す
る
機
会
や
、
民
間
交
流
の

最
前
線
と
し
て
中
国
大
使
館

と
交
流
す
る
喜
び
な
ど
、
貴

重
な
経
験
を
こ
れ
ま
で
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
ん

な
に
素
晴
ら
し
い
経
験
が
出

来
る
の
に
、
な
ぜ
世
の
中
の

中
国
好
き
に
は
響
か
な
い
の

だ
ろ
う
と
日
々
考
え
て
い
ま

し
た
。

　
2
0
1
9
年
2
月
17
日
。

東
京
都
日
本
中
国
友
好
協
会

の
公
式
Y
o
u
T
u
be
チ
ャ

ン
ネ
ル
を
開
設
し
、
記
念
す

べ
き
E
P
（
エ
ピ
ソ
ー
ド
）

１
を
公
開
致
し
ま
し
た
。
毎

週
1
回
U
P
し
て
お
り
、
35

本
を
超
え
る
番
組
数
に
な
り

ま
し
た
。
ま
だ
ご
存
じ
で
な

い
会
員
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
か
と
思
い
ま
す
の
で
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
き
っ
か
け
は
、
青
年
委
員

会
で
数
々
の
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
て
き
た
経
験
か
ら
、
中

国
の
捉
え
方
を
誤
解
し
て
い

る
人
た
ち
が
多
い
と
感
じ
て

い
ま
し
た
。
な
ぜ
誤
解
し
て

い
る
か
を
突
き
詰
め
る
と
、

テ
レ
ビ
や
マ
ス
コ
ミ
報
道
の

影
響
を
受
け
て
い
る
ケ
ー
ス

が
多
く
、
日
本
人
自
身
の
メ

デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
の
低
い

と
い
う
課
題
に
た
ど
り
着
き

ま
し
た
。

　
で
は
ど
う
す
る
か
。
私
た

ち
の
協
会
は
本
年
70
年
目
を

迎
え
ま
す
。
日
中
国
交
正
常

化
や
、
日
中
平
和
友
好
条
約

締
結
よ
り
も
さ
ら
に
数
十
年

今
、
マ
ス
コ
ミ
批
判
は
時
代

錯
誤
で
す
。
一
番
の
問
題

は
見
て
い
る
側
の
リ
テ
ラ

シ
ー
の
低
さ
と
、
情
報
発

信
が
出
来
て
い
な
い
協
会

側
だ
と
思
い
ま
し
た
。
私

は
通
勤
途
中
の
電
車
で
よ

く
Y
o
u
T
u
be
を
見
て
い

て
、
こ
こ
で
協
会
の
活
動
の

素
晴
ら
し
い
活
動
の
数
々
を

P
R
し
た
い
と
思
い
〝
都
日

中
c
h
a
n
n
e
l
〞
を
始

め
る
に
至
り
ま
し
た
。

　
2
月
17
日
の
第
1
回
目
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
毎
回
テ

ー
マ
を
決
め
て
撮
影
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
主
な
テ

ー
マ
は
、「
マ
ニ
ア
ッ
ク
な

錦
秋
交
流
の
夕
べ
に
参
加
し
て

　
皆
さ
ま
、
新
年
あ
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
か
ら
、
東
京
都
日

中
友
好
協
会
（
以
下
、
都
日

中
）
に
入
会
し
ま
し
た
、
住

友
広
樹
と
申
し
ま
す
。
現
在

大
学
4
年
生
で
、
数
学
を
専

攻
し
て
い
ま
す
。
4
年
前
、

旅
行
で
初
め
て
中
国
を
訪
れ

た
際
、
重
慶
で
食
べ
た
本
場

の
火
鍋
の
味
に
魅
せ
ら
れ
、

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
中
華

料
理
の
虜
に
な
っ
て
し
ま

い
、
毎
月
の
よ
う
に
中
国
を

訪
れ
て
い
ま
す
。

　
私
の
都
日
中
で
の
初
の
活

動
と
し
て
、
11
月
6
日
に
中

国
大
使
館
に
て
開

催
さ
れ
た
「
錦
秋

交
流
の
夕
べ
」
に

参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
私

自
身
、
大
使
館
を

訪
れ
る
の
は
初
め

て
の
こ
と
で
、
門

の
中
の
空
気
す
ら

新
鮮
な
も
の
で
し

た
。
参
列
さ
れ
て

い
た
方
々
は
、
小

池
百
合
子
都
知
事

や
北
京
市
副
市
長

を
は
じ
め
と
し
た

市
区
町
村
の
議
員

の
ほ
か
、
様
々
な
形
で
日
中

間
の
友
好
関
係
の
確
立
に
貢

献
し
て
き
た
方
々
ば
か
り
で

し
た
。
中
国
酒
を
含
み
な
が

ら
、
日
本
と
中
国
の
将
来
や

交
流
活
動
に
つ
い
て
お
話
し

す
る
こ
と
が
で
き
、
非
常
に

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　
都
日
中
で
は
、
料
理
や
ス

ポ
ー
ツ
、
カ
ラ
オ
ケ
を
通
じ

た
日
中
の
交
流
が
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。
日
中
友

好
の
架
け
橋
と
し
て
精
い
っ

ぱ
い
努
力
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

都日中役員青年委員のメンバー

　
第
六
回
日
中
親
善
ゴ
ル
フ

大
会
が
12
月
5
日
（
木
）
晴

天
の
な
か
実
施
さ
れ
た
。
会

場
は
昨
年
同
様
の
茨
城
県
霞

ヶ
浦
の
近
く
の
、
お
か
だ
い

ら
ゴ
ル
フ
リ
ン
ク
ス
。
雄
大

か
つ
気
持
ち
の
良
い
と
参
加

者
の
評
価
が
高
い
コ
ー
ス
で

と
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
今
年
の
台

風
と
長
雨
で
久
し
ぶ
り
の
プ

レ
ー
で
丁
度
良
い
タ
イ
ミ
ン

グ
だ
と
の
声
が
多
く
聞
か

れ
、
開
催
時
期
を
熟
慮
し
た

甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
。
在
日

遼
寧
省
同
郷
会
松
井
啓
海
会

長
に
早
朝
よ
り
ご
挨
拶
頂
き

記
念
撮
影
後
に
順
次
ス
タ
ー

ト
。
好
天
の
な
か
ナ
イ
ス
プ

レ
ー
が
続
出
で
し
た
。
特
に

シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
は
初
参

加
の
女
性
弁
護
士
山
本
美
雪

さ
ん
が
3
メ
ー
ト
ル
に
付

け
、
松
井
会
長
ご
推
薦
の
ト

ッ
プ
ア
マ
春
木
悠
里
さ
ん
が

更
に
内
側
に
付
け

て
ニ
ア
ピ
ン
を
ゲ

ッ
ト
。
途
中
経
過

で
は
上
位
3
名
を

女
性
が
独
占
！
華

や
か
な
中
に
も
真

剣
さ
が
溢
れ
ま
し

た
。
表
彰
式
は
共

同
主
催
で
あ
り
、

多
大
な
協
力
を
頂

い
た
華
人
華
僑
労

働
組
合
総
連
合
の
笠
原
主
席

の
代
理
で
渡
辺
英
子
様
よ
り

感
謝
の
ご
挨
拶
を
頂
き
ス
タ

ー
ト
。
優
勝
は
こ
れ
ま
た
松

井
会
長
ご
推
薦
の
池
田
秀
子

さ
ん
。
ベ
ス
ト
ス
コ
ア
は
前

述
の
春
木
悠
里
さ
ん
。
な
ん

で
も
関
東
女
子
ア
マ
大
会
な

ど
で
活
躍
さ
れ
た
本
格
派
だ

そ
う
で
す
。
今
年
の
大
会
は

男
性
は
押
さ
れ
続
け
る
1
日

で
し
た
。
最
後
に
東
京
都
日

 
第
6
回
日
中
親
善

　
　
　
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

葛
飾
区
日
中
25
回
目
の

バ
ス
ハ
イ
ク
盛
況
に
開
催
さ
れ
る

っ
て
活
発
な
雰
囲
気
だ

っ
た
。
最
後
に
、
栗
山

理
事
長
か
ら
閉
会
の
ご

挨
拶
を
頂
い
た
。

　
来
場
者
か
ら「
生
の
声

が
聴
け
て
良
か
っ
た
！

中
国
企
業
文
化
が
分
か

っ
た
！
」
な
ど
好
評
の

声
が
多
数
頂
い
た
。

　
日
本
人
に
ど
の
よ
う

に
中
国
の
良
さ
を
知
っ

て
も
ら
う
か
と
色
々
考

え
た
結
果
、
中
国
企
業

中
友
交
協
会
中
野
常
務
副
会

長
か
ら
の
ご
挨
拶
。
世
界
的

に
対
立
が
深
ま
る
昨
今
だ
か

ら
こ
そ
、
政
治
と
は
別
次
元

で
の
草
の
根
交
流
の
大
切
さ

を
ゴ
ル
フ
大
会
だ
け
で
な
く

様
々
活
動
を
通
じ
て
訴
え
て

行
き
た
い
と
決
意
を
表
明
さ

れ
ま
し
た
。
ま
す
ま
す
盛
り

上
が
る
大
会
に
し
て
い
け
る

確
信
し
た
次
第
で
す
。

（
中
村
明
弘
）

日　 本　 と　 中　 国 東京版



日　 本　 と　 中　 国 東京版 （2020年） 1月1日 （24）

東
京
都
日
中
友
好
協
会
会
長

㈱
ミ
ノ
フ
ァ
ー
ゲ
ン
製
薬
代
表
取
締
役
社
長

宇
都
宮
徳
一
郎

東
京
都
日
中
友
好
協
会
副
理
事
長

丸
山
不
動
産
㈱
代
表
取
締
役

丸
山
　
隆
司

東
京
都
日
中
友
好
協
会
常
務
理
事

渋
谷
区
日
中
友
好
協
会
副
会
長

荒
井
　
和
子

東
京
都
日
中
友
好
協
会
副
理
事
長

（
一
社
）日
本
太
極
柔
力
球
協
会
常
務
理
事

杉
本
孝
一
郎

東
京
都
日
中
友
好
協
会
元
副
理
事
長

石
田
　
昌
三
九

ジ
ェ
イ 

エ
ッ
チ 

シ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長清

水
　
英
治

東
京
都
日
中
友
好
協
会
元
理
事
長

（
有
）露
満
堂
取
締
役片

岡
　

健

株
式
会
社
キ
ャ
ラ
バ
ン
ツ
ア
ー
東
京
支
店

営
業
部
長

増

山
　

章

東
京
都
日
中
友
好
協
会
常
務
理
事

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
官
公
書
道
連
盟
監
査
役
員

杉
山
　
政
利

東
京
都
日
中
友
好
協
会
元
副
理
事
長

渋
谷
区
日
中
友
好
協
会
相
談
役

坂
田
　
和
子

商
隊
国
際
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長索

　

雲

東
京
都
日
中
友
好
協
会
常
務
理
事

渋
谷
区
日
中
友
好
協
会
常
務
理
事

橋
本
　
准
子

東
京
都
日
中
友
好
協
会
参
与

書
家

井
垣
　
清
明

㈱
亜
東
書
店
代
表
取
締
役

青
木
　
理
枝

東
京
都
日
中
友
好
協
会
常
務
理
事

遼
寧
本
渓
友
好
一
〇
〇
年
会
代
表
幹
事

前
田
　
久
男

東
京
都
日
中
友
好
協
会
参
与

（
一
社
）日
本
太
極
柔
力
球
協
会
監
事

多
田
　
義
明

東
日
本
国
際
大
学
客
員
教
授

東
京
都
日
中
友
好
協
会
顧
問

西
園
寺
　
一
晃

東
京
都
日
中
友
好
協
会
理
事

渋
谷
区
日
中
友
好
協
会
事
務
局
長

伊
藤
　
育
夫

東
京
都
日
中
友
好
協
会
参
与

東
京
三
立
学
院
理
事
長

直
江
　
昌
則

東
京
都
日
中
女
性
委
員
会
副
委
員
長

豊
島
区
日
中
友
好
協
会
副
会
長

海
老
澤
ひ
さ
ゑ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

東
京
太
極
拳
協
会

日
中
友
好
促
進

足
立
区
議
会
議
員
連
盟

日
中
友
好
促
進

大
田
区
議
会
議
員
連
盟

日
中
友
好 

北
京
市
西
城
区
姉
妹
都
市

北
区
議
会
議
員
連
盟

日
中
友
好

目
黒
区
議
員
連
盟

東
京
都
日
中
友
好
協
会
理
事

渋
谷
区
日
中
友
好
協
会
理
事

戸
村
　
啓
子

長
崎
唐
通
事
平
井
家
十
三
代
目

㈱
テ
ィ
ー
・
エ
フ
・
ケ
イ
代
表
取
締
役

平
井
　
靖
人

東
京
都
日
中
友
好
協
会
理
事

中
野
区
日
中
友
好
協
会
副
会
長

町
田
　
文
子

東
京
都
日
中
友
好
協
会
監
事

千
代
田
区
日
中
友
好
協
会
会
長

田
邊
　
恵
三

東
京
都
日
中
友
好
協
会
監
事

目
黒
区
日
中
友
好
協
会
会
長

二
ノ
宮
　
啓
吉

東
京
都
日
中
友
好
協
会
事
務
局
長

松
尾
　
史
生

東
京
都
日
中
友
好
協
会
元
常
務
副
会
長

（
公
社
）日
中
友
好
協
会
顧
問

古
島
　
琴
子

東
京
都
日
中
友
好
協
会
副
会
長

豊
島
区
日
中
友
好
協
会
会
長

尾
崎
　
隆
信

（
公
社
）日
中
友
好
協
会
常
務
理
事

東
京
都
日
中
友
好
協
会
副
会
長

永
田
　
哲
二

東
京
都
日
中
友
好
協
会
副
理
事
長

日
中
友
好
協
会
全
国
女
性
委
員
会
副
委
員
長

奥
　
真
理
子

（
公
益
社
団
法
人
）北
沢
法
人
会
相
談
役

警
視
庁
成
城
警
察
懇
話
会
顧
問

佐
伯
　
久
吉

姫
路
獨
協
大
学
名
誉
教
授

世
界
漢
語
教
学
学
会
永
久
会
員

伊
井
健
一
郎

新し
ん

橋き
ょ
う

𠅘て
い

中
国
料
理

東
京
都
日
中
友
好
協
会
会
員

向
山
た
つ
美

東
京
都
日
中
友
好
協
会
会
員

佐
嶋
　
佑
治

中
野
区
軟
式
野
球
連
盟
名
誉
会
長

依
光
恒
治

東
京
都
日
中
友
好
協
会
名
誉
会
長

（
公
社
）日
中
友
好
協
会
名
誉
副
会
長

貫
洞
　
哲
夫

卓
球
文
部
科
学
省
上
級
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員

渋
谷
区
日
中
友
好
協
会
理
事

鈴
木
　
靜
香

㈱
亜
東
書
店
顧
問三

好
　

敏

2020
東
京
都
日
中
友
好
協
会
常
務
副
会
長

須

藤
　

誠

東
京
都
日
中
友
好
協
会
常
務
副
会
長

中
国
残
留
邦
人
等
・
日
中
友
好
大
海
の
会
会
長

中

野
　

修

東
京
都
日
中
友
好
協
会
副
会
長

国
際
空
手
道
連
盟
極
真
武
學
館

三

宅
　

進

東
京
都
日
中
友
好
協
会
副
理
事
長

同
書
道
部
会
事
務
局
長斎

藤
　

成

東
京
都
日
中
友
好
協
会
会
員

㈱
交
文
社
代
表
取
締
役
社
長

小
穴
源
太
郎

渋
谷
区
日
中
友
好
協
会
理
事

株
式
会
社
Ｒ
Ｚ
代
表
取
締
役

小
木
　
啓
充

東
京
都
日
中
友
好
協
会
会
員

大
田
区
日
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